
　 （　　）2（偕行　令和 8 年 7・8 月号）

は
じ
め
に

　

本
年
6
月
末
を
も
っ
て
陸
修
偕
行
社
の
役
員
交
代
に
よ
り
理
事
長
を

退
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
令
和
5
年
6
月
偕
行
社
理
事
長
次
い
で
陸

修
偕
行
社
理
事
長
と
し
て
3
年
間
皆
様
方
か
ら
叱
咤
激
励
を
受
け
な
が

ら
伝
統
あ
る
偕
行
社
を
次
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
体
制
基
盤
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
機
関
誌
『
偕
行
』
令

和
5
年
7
・
8
号
よ
り
巻
頭
言
と
し
て
拙
文
を
掲
載
し
、
今
回
が
19
回

を
数
え
理
事
長
と
し
て
の
最
後
の
投
稿
と
な
る
。

　

本
号
で
は
陸
修
偕
行
社
に
至
る
経
緯
（
細
部
は
令
和
5
年
3
・
4
月

号
掲
載
）、
現
状
を
述
べ
、
こ
れ
ま
で
理
事
長
と
し
て
の
取
り
組
み
、

自
衛
隊
や
安
全
保
障
に
関
す
る
私
見
を
18
回
に
亘
っ
て
掲
載
し
て
き
た

本
コ
ラ
ム
を
振
り
返
り
、
今
後
の
陸
修
偕
行
社
の
更
な
る
充
実
発
展
に

願
い
を
込
め
て
の
記
事
と
し
た
い
。

1　

偕
行
社
の
歴
史
と
状
況

　

ご
案
内
の
よ
う
に
、
明
治
10
年
現
役
陸
軍
将
校
の
修
養
研
鑽
・
団
結

を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
「
偕
行
社
」
は
終
戦
に
よ
り
解
散
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
が
、
昭
和
27
年
に
「
偕
行
会
」
が
発
足
し
、
昭
和
32
年
に
「
財

団
法
人
偕
行
社
」
が
、
陸
軍
関
係
の
戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
や
戦
争
犠
牲

者
の
福
祉
増
進
等
と
会
員
の
親
睦
の
た
め
に
再
建
さ
れ
た
。
陸
軍
関
係

者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
平
成
13
年
に
は
元
陸
自
幹
部
自
衛
官
有
志
が

正
会
員
と
な
り
、
将
来
は
元
陸
自
会
員
に
後
事
を
託
す
と
の
結
論
を
得

て
偕
行
社
は
財
団
法
人
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
平
成
23
年

に
は
、
公
益
財
団
法
人
制
度
の
改
革
に
伴
い
、
従
来
の
慰
霊
顕
彰
に
加

え
て
安
全
保
障
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
提
言
及
び
自
衛
隊
に
対
す
る

必
要
な
協
力
等
を
行
う
「
公
益
財
団
法
人
」
に
移
行
し
、
陸
自
元
幹
部

自
衛
官
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
き
た
。
私
は
退
官
直
後
の
平
成
24

年
に
安
全
保
障
委
員
会
、
令
和
4
年
6
月
以
降
は
安
全
保
障
研
究
委
員

会
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
偕
行
社
の
存
在
・
活
動

に
対
す
る
当
時
の
陸
自
O
B
、
現
役
自
衛
官
の
関
心
は
低
調
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
陸
軍
関
係
者
の
高
齢
化
・
退
会
、
元
陸
自
幹
部
自
衛
官
会
員

の
漸
減
及
び
資
産
運
用
益
の
減
少
に
よ
り
、
恒
常
的
な
赤
字
が
定
着
し

て
お
り
、
組
織
の
存
続
に
関
わ
る
課
題
を
抱
え
て
い
た
。

2　

将
来
体
制
改
革
委
員
会
の
設
置
と
課
題
検
討
・
成
果

　

こ
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
解
散
す
る
瀬
戸
際
に
あ
る
こ
と
、
改
革
を
断

行
し
な
け
れ
ば
明
日
の
偕
行
社
は
な
い
と
の
危
機
感
を
、
当
時
の
森
理

事
長
以
下
の
多
く
の
役
員
が
共
有
し
て
お
り
、
奥
村
専
務
理
事
を
中
心

と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
が
将
来
体
制
改
革
実
行
委
員
会
で
あ
っ
た
。
私

は
、
平
成
30
年
頃
か
ら
安
全
保
障
委
員
長
を
続
け
な
が
ら
、
将
来
体
制

改
革
実
行
委
員
会
に
参
画
し
て
改
革
を
逐
次
実
行
に
移
し
、
財
務
状
況

に
合
っ
た
事
業
の
精
選
・
効
率
化
、
新
社
屋
の
購
入
、『
偕
行
』
の
隔

月
発
行
化
、
事
務
局
員
の
削
減
等
に
関
わ
っ
て
き
た
。

　

ま
た
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
益
々
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
陸
自
が
抱
え
る
安
全
保
障
上
の
諸
課
題
解
決
に
向
け

て
、
政
治
や
国
民
に
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
款
も
変
更

し
た
。
令
和
4
年
か
ら
は
、
安
全
保
障
等
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
提

言
及
び
普
及
、
陸
上
自
衛
隊
等
に
対
す
る
必
要
な
協
力
、
英
霊
の
慰
霊

顕
彰
及
び
自
衛
隊
殉
職
者
の
追
悼
等
の
陸
上
自
衛
隊
に
対
す
る
支
援
を

重
視
し
た
活
動
を
開
始
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
と
基
盤
は
あ
る

も
の
の
会
員
の
入
会
促
進
が
捗は

か
ど

ら
な
い
な
ど
存
続
に
関
わ
る
課
題
は

　

陸
修
偕
行
社
理
事
長
を
退
任
す
る
に
当
た
っ
て

理
事
長　

火
箱　

芳
文
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依
然
抱
え
て
い
た
。
こ
の
課
題
を
解
決
し
、
陸
自
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
偕
行
社
を
陸
自
の
幹
部
退
官
者
の
組
織
と

し
て
永
続
さ
せ
る
こ
と
」
が
不
可
欠
と
考
え
議
論
を
重
ね
た
。
海
・
空

自
は
そ
れ
ぞ
れ
退
官
者
の
組
織
を
有
し
て
い
た
が
、
陸
自
に
存
在
し
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
森
前
理
事
長
の
強
い
ご
意
思
・
卓
越
し
た
指
導
と
関

係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
4
年
に
は
陸
自
退
官
者
の
会
「
陸
修
会
」

の
発
会
ま
で
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

3　

陸
修
偕
行
社
の
誕
生
と
そ
の
背
景

　

そ
の
後
「
偕
行
社
」
と
「
陸
修
会
」
は
1
年
間
9
回
に
及
ぶ
合
同
協

議
を
続
け
、
移
行
時
期
を
令
和
6
年
4
月
1
日
と
し
た
う
え
で
偕
行
社

の
定
款
に
定
め
る
目
的
及
び
事
業
は
す
べ
て
引
き
継
ぐ
と
し
、
会
員
規

定
、
会
員
制
度
な
ど
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
決
ま
っ
た
も
の
の
、
名
称

に
つ
い
て
は
難
渋
を
極
め
た
。
伝
統
を
引
き
続
き
継
承
す
る
名
称
か
合

同
し
て
新
し
い
組
織
に
移
行
す
る
名
称
か
に
つ
い
て
侃
々
諤
々
の
議
論

が
あ
り
、「
両
組
織
が
合
同
し
た
新
し
い
組
織
で
あ
る
こ
と
が
陸
自
幹

部
退
官
者
に
広
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
、
偕
行
社
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
べ

き
組
織
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
こ
と
、
の
二
つ
の
要
素
を
含
ま
せ

る
べ
き
と
の
意
見
を
集
約
し
て
、「
陸
修
偕
行
社
」
と
称
す
る
こ
と
で
、

よ
う
や
く
令
和
5
年
1
月
10
日
に
合
意
さ
れ
た
。
私
は
当
初
、
偕
行
社

の
ま
ま
の
名
称
を
主
張
し
た
が
、
名
称
変
更
に
よ
っ
て
、
陸
自
退
官
者

の
加
入
の
促
進
や
陸
自
を
応
援
し
た
い
と
願
う
法
人
・
個
人
賛
助
会
員

の
増
加
に
繋
が
れ
ば
幸
い
だ
と
思
い
同
意
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
令
和

6
年
4
月
に
公
益
財
団
法
人
「
陸
修
偕
行
社
」
が
誕
生
し
た
。
偕
行
社

の
改
革
、
陸
修
会
の
創
設
、
偕
行
社
と
陸
修
会
の
合
同
に
全
て
参
画
し

た
者
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
時
間
と
関
係
者
の
労
力
を
費
や
し
て

成
立
し
た
陸
修
偕
行
社
で
あ
り
、
未
来
永
劫
存
続
さ
せ
、
さ
ら
に
充
実

発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
と
の
強
い
決
意
を
も
っ
て
理
事
長
に
就
任
し
た
。

4　

理
事
長
と
し
て
注
力
し
て
き
た
こ
と

　

3
年
前
、
偕
行
社
の
理
事
長
に
就
任
し
た
が
、
従
前
会
員
の
漸
減
、

新
た
な
元
陸
自
会
員
入
会
数
の
鈍
化
が
あ
り
、
ま
た
慢
性
的
な
赤
字
体

質
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、
さ
ら
に
陸
修
偕
行
社
に
な
っ
て
以
降
は
、
逆
に

元
自
会
員
の
減
少
す
ら
あ
っ
た
。
陸
修
偕
行
社
に
な
っ
た
か
ら
と
言
っ

て
陸
自
退
官
者
等
が
急
激
に
入
っ
て
く
る
は
ず
は
な
く
、
合
同
後
1
年

余
り
が
経
過
し
て
も
、
特
に
地
方
で
は
陸
修
偕
行
社
に
移
行
し
た
こ
と

な
ど
周
知
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
当
初
は
東
京
で
年
1
回
の
安
全
保
障
及

び
近
現
代
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
安
全
保
障
及
び
近
現
代
史
各
講

座
の
隔
月
実
施
な
ど
、「
安
全
保
障
等
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
提
言

及
び
普
及
」
に
関
す
る
事
業
や
、
部
隊
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
「
陸
上
自

衛
隊
等
に
対
す
る
必
要
な
協
力
」
事
業
、
4
月
17
日
の
靖
國
神
社
に
お

け
る
慰
霊
祭
な
ど
「
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
な
ど
」
の
諸
事
業
を
小
規
模
な

が
ら
着
実
に
遂
行
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
令
和
5
年
10
月
の
陸
修
偕
行
社
の
総
会

で
あ
っ
た
。
当
時
の
森
下
泰
臣
陸
上
幕
僚
長
に
防
衛
講
話
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
未
加
入
の
防
衛
産
業
等
の
法
人
を
含
め
、
賛
助
会
員
に
多

数
ご
来
場
い
た
だ
い
た
。
6
年
度
、
7
年
度
も
陸
幕
長
に
防
衛
講
話
を

お
願
い
し
、
こ
れ
が
法
人
・
個
人
賛
助
会
員
の
大
き
な
増
加
に
繋
が
っ

た
。
ま
た
陸
上
自
衛
隊
が
主
催
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
講
師
・
パ
ネ
リ

ス
ト
の
派
遣
、
地
方
部
隊
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
、
陸
自
へ
の
協
力
事
業

も
増
加
し
、
現
役
と
の
交
流
も
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

以
前
に
比
べ
安
全
保
障
や
靖
國
神
社
で
の
賀
詞
交
換
会
、
慰
霊
祭
等
に

参
加
さ
れ
る
会
員
の
増
加
が
顕
著
で
着
実
に
諸
事
業
は
進
展
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
偕
行
社
を
源
流
と
す
る
陸
修
偕
行
社
で
あ
る
が
、
令

和
3
年
4
月
1
日
時
点
の
偕
行
社
の
会
員
は
会
員
総
数
4
5
3
3
名
、

普
通
会
員
（
元
幹
部
自
衛
官
2
8
2
1
名
、
陸
軍
出
身
者
9
4
8
名
）

家
族
会
員
5
3
5
名
、
賛
助
会
員
2
2
9
名
（
個
人
1
7
9
名
、
法
人
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50
社
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
令
和
7
年
度
末
陸
修
偕
行
社
の
会
員
数
は
、

2
2
3
2
人
、家
族
会
員
は
2
9
5
人
、賛
助
会
員
（
個
人
）
1
7
6
人
、

賛
助
会
員
（
法
人
）
1
0
1
社
で
あ
る
。
陸
軍
出
身
者
、
家
族
会
員
の

退
会
は
止
む
を
得
な
い
が
、
元
幹
部
自
衛
官
の
減
少
は
一
番
気
が
か
り

な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
如
何
に
元
幹
部
自
衛
官
の
増
勢
に
意
を
用

い
る
か
が
問
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
法
人
会
員
の
2
倍
増
は
大
変
有

難
く
、
心
強
い
限
り
で
あ
る
。
ま
た
一
番
懸
念
し
て
い
た
財
務
状
況
は
、

か
つ
て
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
事
業
の
見
直
し

や
効
率
化
、
賛
助
会
員
の
拡
充
等
に
よ
り
、
収
支
は
着
実
に
改
善
し
収

支
均
衡
に
近
い
水
準
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
。
各
理
事
、
各
委
員
長
、
事

務
局
な
ど
関
係
者
の
ご
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

5　

本
コ
ラ
ム
を
振
り
返
る

　

令
和
5
年
7
・
8
月
号
か
ら
今
回
ま
で
、
火
箱
コ
ラ
ム
と
し
て
安
全

保
障
や
自
衛
隊
に
関
す
る
所
感
や
問
題
提
起
を
述
べ
て
き
た
。
以
下
表

題
だ
け
を
記
す
が
、
興
味
を
も
た
れ
た
ら
再
度
目
を
通
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
①
就
任
の
ご
挨
拶
、
②
有
事
を
想
定
し
た
自
衛
官
の
処
遇
を
今

か
ら
検
討
、
議
論
し
て
ほ
し
い
、
③
自
衛
隊
の
特
性
を
十
分
考
慮
し
た

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
を
望
む
、
④
自
衛
官
の
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
思
う
、
⑤
自
衛
官
の
靖
國
神
社
参
拝
の
処
分
に
つ
い
て
思
う
、

⑥
偕
行
社
主
催
の
安
全
保
障
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聴
講
し
て
、
⑦
自
衛
隊

の
人
事
制
度
の
抜
本
的
な
改
正
を
図
れ
、
⑧
自
衛
隊
は
襟
を
正
し
自
ら

に
厳
し
い
道
を
愚
直
に
進
ん
で
も
ら
い
た
い
、
⑨
中
国
・
ロ
シ
ア
の
威

迫
へ
の
備
え
を
加
速
せ
よ
、
⑩
年
頭
に
当
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
、

⑪
防
衛
力
の
人
的
基
盤
の
強
化
は
果
た
し
て
な
る
か
、
⑫
統
合
作
戦
司

令
部
の
創
設
に
思
う
、
⑬
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
成
立
の
意
義
と
課

題
、
⑭
靖
國
神
社
と
自
衛
隊
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
（
毎
日
新
聞
記

事
へ
の
反
論
）、⑮
防
衛
産
業
戦
略
の
構
想
と
防
衛
産
業
戦
略
庁
（
仮
称
）

の
創
設
、
⑯
高
市
政
権
誕
生
を
歓
迎
し
新
た
な
安
保
・
防
衛
政
策
の
進

捗
に
期
待
、
⑰
米
国
の
国
家
安
保
戦
略
な
ど
を
踏
ま
え
た
戦
略
3
文
書

等
の
改
訂
に
期
待
す
る
、
⑱
日
米
首
脳
会
談
か
ら
見
え
て
き
た
憲
法
・

安
保
法
制
の
課
題
ま
で
18
回
に
及
ん
だ
。
内
容
に
つ
い
て
は
様
々
な
意

見
が
あ
る
と
思
う
が
、
い
ず
れ
も
我
が
国
の
安
全
保
障
、
自
衛
隊
の
将

来
、
そ
し
て
陸
修
偕
行
社
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
佐
藤
編
集
委
員
長
、
井
上
編
集

委
員
長
及
び
冨
樫
編
集
委
員
の
お
陰
で
任
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
日
本
国
や
自
衛
隊
を
愛
す
る
一
人
の
自
衛
官
O
B
の
政
治
・
国
民

へ
の
思
い
、
提
言
、
恩
返
し
と
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に

　

伝
統
を
誇
る
偕
行
社
に
入
会
以
来
、
陸
軍
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
を

側
面
か
ら
支
え
た
偕
行
社
の
存
在
意
義
・
重
要
性
の
一
端
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
戦
後
再
建
さ
れ
た
偕
行
社
を
陸
自
退
官
者
の
会

（
陸
修
会
）
が
組
織
的
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
時
代
に
、
初
代
陸

修
偕
行
社
理
事
長
と
し
て
組
織
の
基
盤
作
り
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
こ
の
間
、
森
会
長
を
始
め

私
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
副
理
事
長
、
理
事
、
各
委
員
長
、
各
委
員
、

事
務
局
の
皆
様
、
地
方
の
各
地
偕
行
会
長
、
陸
幕
長
を
始
め
近
隣
の
部

隊
長
、
陸
幕
等
の
現
役
自
衛
官
並
び
に
法
人
・
個
人
賛
助
会
員
の
皆
様

方
、
関
係
し
た
す
べ
て
の
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

陸
修
偕
行
社
は
各
事
業
の
充
実
、
拡
大
が
飛
躍
的
に
進
展
す
る
方
向

に
あ
り
、
今
後
は
次
期
理
事
長
岡
部
俊
哉
氏
を
中
心
に
若
い
元
陸
自
幹

部
自
衛
官
及
び
法
人
・
個
人
賛
助
会
員
の
増
勢
を
得
て
、
陸
修
偕
行
社

の
更
な
る
充
実
発
展
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　

私
は
今
後
陸
修
偕
行
社
会
長
と
し
て
、
組
織
の
発
展
を
見
守
っ
て
ま

い
り
た
い
。
了
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